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令和７年度 第２回鳥取大学経営協議会 議事要旨 

 

日  時 令和７年６月１８日（水） １３：０１ ～ １４：２９ 

会議方法 対面会議（オンライン併用（Google Meet）） 

会  場 事務局棟３階 第１会議室 

出 席 者 (学外）入江，小林，平井，舩越，松本，吉村，渡辺の各委員 

(学内) 原田，景山，坂口，恒川，三木，結城，熊埜御堂，武中の各委員 

内田監事 

陪 席 者 岸本副学長，後藤副学長，海藤副学長，安延副学長，西山副学長， 

香川副学長，深田副学長 

塩野谷地域学部長，永島医学部長，岩井工学部長，明石農学部長 

 

＜委員の紹介＞ 

 議長より，委員の紹介があった。 

 

議事要旨の承認 

前回（令和７年５月２７日開催）の議事要旨を承認した。 

 

審  議 

１．令和６年度決算について 

資料１に基づき，令和６年度決算について，貸借対照表及び損益計算書等によ

り決算の概要の説明があり，審議の結果承認した。 

 

２．学長選考・監察会議委員の選出ついて 

資料２に基づき，学長選考・監察会議委員については令和７年３月３１日をも

って任期が満了したことから，経営協議会学外委員のうち６名を学長選考・監察

会議委員として選出したい旨，また，任期については，本日から経営協議会委員

の任期の末日までとしたい旨の説明があり，審議の結果承認した。 

 

報  告 

１．令和７年度入試状況について 

資料３に基づき，令和７年度入試状況について報告があった。 

― 委員からの主な発言と本学の対応 ― 

◇総合型選抜Ⅱの評価基準と県内出身者比率が高い理由について質問があり，

評価については，共通テストの成績及び内申書に加え，意欲を問う面接を重

視しているとともに，応募者の段階で県内出身者の割合が高かった旨説明が

あった。 

    

   ◇県内出身者比率に関する大学の方針と，県内出身者を増やすことのメリット

について質問があり， 県内出身者は卒業後に県内に定着する確率が高く，地



 

2 

域の担い手確保に繋がるため，鳥取県等と協力し，割合を増やす方策を検討

している旨説明があった。 

 

  ◇県内出身者の増加は，大学へのロイヤリティを高め，将来的な寄付金の増加 

にも繋がる重要な視点であるため，長期的な戦略を立てるべきとの意見が 

あった。 

    

   ◇総合型選抜Ⅱを今後も継続・拡大していくのか，また入学前教育にどう繋げ

るのか質問があり，入試の多様化に対応し，入学後の教育についても複数の

教育コースを用意することなどを検討していく必要がある旨説明があった。 

    

２．令和６年度就職状況について 

資料４に基づき，令和６年度就職状況及び本学卒業生の県内定着状況につい

て報告があった。 

― 委員からの主な発言と本学の対応 ― 

◇県内の教員不足問題に対し，大学としてどう対応するのか質問があり，教員

養成を行っているコース名を「教育科学コース」へ変更し，分かりやすくす

るとともに，附属学校のガバナンスを強化し，県と連携して教員養成の質向

上に取り組んでいく旨説明があった。 

 

３．ガバナンスコード適合状況確認について 

資料５に基づき，「国立大学法人ガバナンス・コード」について，２０２５年

度の適合状況等の確認及び公表に係るスケジュール案，７月上旬頃に委員に対

して書面で意見照会を行う旨説明があった。 

 

４．令和６年度運用実績について 

資料６に基づき，令和６年度資金運用実績について報告があった。 

 

５．令和６年度経営協議会における意見対応状況 

    資料７に基づき，令和６年度経営協議会における意見対応状況について報告

があった。 

― 委員からの主な発言と本学の対応 ― 

◇県内就職率の向上には，従来型の支援に加え，スタートアップ支援を強化し，

学生自身が新しい産業を創出するような動きを後押しすることが不可欠で

はないかとの意見があり，地域未来共創センターを中心に学生の起業を積極

的に支援していく旨説明があった。 

 

◇意見への対応報告が抽象的なものに留まっているため，実現可能性やスケジ

ュール感を明確にし，実効性のあるフィードバックとすべき旨意見があった。 
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討  議 

１．広報の強化について 

資料８に基づき，学長のリーダーシップのもと情報発信の司令塔として「広

報・基金室」を新設し体制を強化するとともに，教職員・学生が鳥取大学を誇り

に思う状況を作るブランディング戦略について説明があり，説明後，各委員との

意見交換が行われた。 

― 委員からの主な発言 ― 

◇目標設定のため，ベンチマーク（模範）とすべき他大学の事例を提示してほ

しいとの意見があった。 

 

◇大学の魅力を体験できるように，学内ツアーがあれば良いとの意見があった。 

 

◇鳥取大学の持つ魅力をメディアの視点や学生の目線を活用して発信してい

くことが重要であるとの意見があった。 

 

◇鳥取大学出身者を起用した広報なども効果があるのではないかとの意見が

あった。 

 

◇広報やブランディングは組織にとって重要であるため，学内でも意識を広げ

ていただきたいとの意見があった。 

 

 

そ の 他 

資料９に基づき，次回開催日程について説明があった。 


